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水田農業の

未来を切り拓くために　　

－米政策改革大綱を決定－     

は
じ
め
に

　
わ
が
国
の
米
及
び
水
田
農
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
米

の
消
費
減
少
に
拍
車
が
か
か
り
、
価
格
低
迷
と
あ
い

ま
っ
て
稲
作
農
家
の
収
入
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、

生
産
調
整
に
対
す
る
限
界
感
、
不
公
平
感
が
増
大
す

る
な
ど
閉
塞
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
政
府
・
与
党
で
は
、

米
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
（
以
下
「
大

綱
」
と
い
う
。
）
を
決
定
し
、
水
田
農
業
政
策
・
米

政
策
の
転
換
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
大

綱
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
、
①
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

明
瞭
で
わ
か
り
や
す
い
政
策
、
②
効
率
的
で
無
駄
の

な
い
政
策
、
③
決
定
と
運
用
の
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
透
明
性
の
確
保
さ
れ
た
政
策
、
の
３
点
を

基
本
理
念
と
し
て
政
策
を
再
構
築
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

●
目
的

　
こ
の
大
綱
の
目
的
は
、
米
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
消
費
者
重
視
・
市
場
重
視
の
考
え
方

に
た
っ
て
、
需
要
に
即
応
し
た
米
づ
く
り
の
推
進
を

通
じ
て
水
田
農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
を
図
る
と
い

う
も
の
で
す
。

●
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
と

　
実
現
の
道
す
じ

　
大
綱
で
は
、
農
業
構
造
の
展
望
と
米
づ
く
り
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
を
平
成
２
２
年
度
ま
で
に
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
調
整
を
は
じ
め
と
す
る
需
給
調
整
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
０
年
度
に
農
業
者
・

農
業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
国
と
連
携

し
て
構
築
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
期
間
に
お
い
て
、
行
政
と
農
業
者

団
体
の
両
ル
ー
ト
で
生
産
調
整
の
配
分
を
行
い
つ
つ
、

農
業
者
・
農
業
者
団
体
の
自
主
的
・
主
体
的
な
取
組

の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
２
０
年
度

に
、
国
に
よ
る
配
分
を
行
わ
な
い
体
制
を
構
築
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
助
成
措
置
や
助

言
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
関
与
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
農
業

者
・
農
業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
シ
ス
テ
ム
」
へ
の

移
行
が
生
産
調
整
の
廃
止
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
１
８
年
度
に
移
行
へ
の
条
件
整
備
等

の
状
況
を
検
証
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
そ
の
時
点
で
前

倒
し
で
き
る
か
判
断
し
ま
す
が
、
移
行
を
平
成
２
１

年
度
以
降
へ
先
送
り
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　●
平
成
１
６
年
度
か
ら
の
当
面
の

　
需
給
調
整
の
あ
り
方

　
平
成
１
６
年
度
か
ら
の
当
面
の
生
産
調
整
に
つ
い

て
は
、
面
積
に
よ
る
調
整
か
ら
数
量
に
よ
り
調
整
す

る
方
式
に
転
換
し
ま
す
。
た
だ
し
、
農
業
者
に
対
し

て
は
作
付
目
標
面
積
も
配
分
し
、
確
認
は
面
積
に
よ

り
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
数
量
目
標
は
、
客
観
的

な
需
要
予
測
を
基
礎
に
設
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

前
提
と
し
て
、
国
は
、
公
正
・
中
立
な
第
三
者
機
関

的
な
組
織
の
助
言
を
得
て
、
透
明
な
手
続
き
の
下
に

需
給
情
報
を
策
定
し
公
表
し
ま
す
。

  

一
方
、
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
全
国
一
律
の
方

式
か
ら
転
換
し
、
対
策
期
間
中
安
定
し
た
一
定
の
交

付
額
に
よ
り
水
田
農
業
の
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
対

策
と
米
価
下
落
影
響
緩
和
対
策
を
柔
軟
に
実
施
す
る

「
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
作
に
よ
る
過
剰
米
に
つ
い
て
は
、
翌
年

の
生
産
目
標
数
量
を
減
ら
し
て
自
ら
販
売
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
短
期
融
資
制
度
を

活
用
し
て
需
要
開
拓
に
結
び
つ
け
る
「
過
剰
米
短
期

融
資
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

●
流
通
制
度
改
革

　
流
通
制
度
に
関
し
て
は
、
創
意
工
夫
あ
る
米
産
業

の
発
展
と
需
要
に
応
じ
た
米
づ
く
り
の
促
進
の
観
点

か
ら
、
安
定
供
給
の
た
め
の
自
主
的
な
取
組
を
支
援

し
ま
す
。
併
せ
て
、
実
勢
に
即
し
た
価
格
が
形
成
さ

れ
る
よ
う
、
米
の
取
引
の
場
を
育
成
・
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
の
表
示
に
対
す
る
信
頼
性
の
回
復
、

消
費
者
の
安
全
性
に
関
す
る
関
心
の
高
ま
り
等
を
踏

ま
え
、
適
正
表
示
の
確
保
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
等
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
性
を
確

認
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
一
方
、
米
の
安
定
供
給
を
図
る
観
点
か
ら
、
万
一

の
場
合
に
備
え
危
機
管
理
体
制
を
体
系
的
に
整
備
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
米
の
流
通
業
者

に
つ
い
て
、
届
出
制
の
導
入
等
に
よ
り
、
平
常
時
か

ら
幅
広
く
把
握
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

●
経
営
政
策
・
構
造
政
策
の
展
開

　
経
営
政
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
地
域
ご
と
に
担

い
手
を
明
確
化
し
ま
す
。
こ
れ
と
併
せ
て
、
認
定
農

業
者
制
度
の
見
直
し
・
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
（
集
落
型
経
営
体
（
仮

称
）
）
を
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

  

ま
た
、
米
価
下
落
に
よ
る
稲
作
収
入
の
減
少
の
影

響
が
大
き
い
一
定
規
模
以
上
の
担
い
手
を
対
象
に
、

「
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
」
の
米
価
下
落
影
響
緩

和
対
策
に
上
乗
せ
し
、
稲
作
収
入
の
安
定
を
図
る
対

策
と
し
て
、
「
担
い
手
経
営
安
定
対
策
」
を
講
じ
ま

す
。
　
さ
ら
に
、
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
農
地
の

利
用
集
積
促
進
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
制
度
面
の
措

置
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
水
田
整
備
の
事
業
体
系

を
利
用
集
積
、
経
営
体
の
育
成
等
成
果
重
視
の
整
備

へ
と
転
換
す
る
な
ど
、
農
地
利
用
集
積
の
確
実
な
進

展
を
図
り
ま
す
。

●
水
田
利
用
の
あ
り
方
・

　
農
業
生
産
対
策
の
展
開

　
水
田
利
活
用
の
促
進
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
等
の

た
め
、
効
率
的
・
安
定
的
な
経
営
体
の
確
立
、
田
畑

輪
換
を
中
心
と
し
た
持
続
的
輪
作
体
系
に
基
づ
く
水

田
営
農
、
水
利
用
事
情
等
を
踏
ま
え
た
畑
地
化
等
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
需
要
に
即
し
た
高
品
質
の
麦
・
大
豆
生
産

に
取
り
組
む
生
産
者
に
対
す
る
支
援
策
及
び
耕
種
農

家
と
畜
産
農
家
の
連
携
に
よ
る
水
田
を
活
用
し
た
飼

料
作
物
生
産
に
取
り
組
む
生
産
者
に
対
す
る
支
援
策

を
実
施
し
ま
す
。

●
そ
の
他

「
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
」
、
「
過
剰
米
短
期
融

資
制
度
」
及
び
「
担
い
手
経
営
安
定
対
策
」
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
１
６
年
度
予
算
の
概
算

要
求
決
定
時
ま
で
に
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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【ご質問をお寄せください】会員の皆さまの日頃のお悩みや疑問に、税務・労務・マーケティングなど専門家の先生が経営塾の紙面上でお答えします（秘密は厳守します）。FAX・メールでのご質問お待ちしています。

　4月21日（月）に「米政策・検討委
員会」を開催しました｡
　今回、今までの取りまとめというこ
ともあり、農林水産省・JA全中にも出
席をお願いし、協議に参画してもらい
ました｡
　
　協議では以下の様なコンセンサスが
得られました。

①今年度は平成22年度の「あるべき姿」
に向け、「地域水田農業ビジョン」
の策定が重要課題となる。
②水田（土地利用型）の場合、地域（土
地、人）での合意づくりが必要となる｡
③したがって、当面の課題として各地
域において、各法人は、今どの様な
関わり方をしていこうと考えている
のか、又その為、どの様な具体的な
行動をしようとしているのか、動向・
今後の方向性を取りまとめる必要が
ある。

　今後の取りまとめについては、別途
提案として組織討議していくことで決
まりました。上記についての会員の皆
さんのご意見をお願いします。

米政策改革が動き出しました。
＊＊＊

「米政策改革」（特に地域水田
農業ビジョン）に関して
意見をお願いします｡


